
  
  

98 •アイコン凡例　 ＝注意　 ＝ワンポイントアドバイス　 ＝エコ　 ＝SOS　 ＝インターネット

　屋根は、住まいの外側や窓（2階の窓から1階の屋根を見る）から目視で観察して点検します。屋根葺き材がずれたり、ひ
び割れたりしていたら、補修が必要と考えましょう。また、天井裏の点検も有効です。通常の住宅では、押入れの天井が薄
い板（合板）になっていて、持ち上げると簡単にずらせるようになっている場合が多いようです。懐中電灯を使って見える
範囲で雨漏りの跡（濡れた後やしみ、カビなど）を探してみましょう。また、雨漏りのしみが室内にしみ出ている場合にも、
屋根の補修が必要なことがあります（雨漏りはP102「雨漏りの点検と補修」参照）。
点検や補修でも屋根に上がることは転落事故にもつながり、大変危険ですので、自分では絶対に上がらず、住まいの応

援団（専門家）に依頼しましょう。

■ 敷地内外の住宅全体を見渡せる位置から、屋根および住宅全体を確認
■ 天井裏点検口から確認

屋根の点検と補修第2節

割れ・はがれ・浮きの補修、再塗装

アスベスト対策

スレートの割れやひびなどは浸水を招き、下地の防水性能を損なって木材の腐れなどにつながるおそれがあるの
で、早めに補修することが必要です。一部のスレートに割れ、反り又は浮きなどが生じている場合には、割れたス
レートのみを部分的に交換出来ます。小さなひび割れやスレートの一部の欠けの場合には、コーキング材を充填、
又はコーキング材で割れをつなげ合わせるなどの補修も可能です。
いずれも補修箇所が一部ではなく広がっている場合には、全面の葺き替え、又は重ね葺き（補修前の屋根材を撤去
しないで上から薄くて軽い金属屋根などをかぶせる等の補修方法）を行う場合があります。
スレートは塗装により防水性を確保しているので、色あせはその美しさだけでなく防水効果も落ちてきているこ

とになります。表面が白っぽくなっていたら再塗装が必要です。再塗装の際は、住まいの応援団（専門家）に依頼し、
専用の塗料を使用して塗り替えてもらいましょう。

法律で使用が禁止された2004年より前に建てられた住宅の屋根用化粧スレートにはアスベスト（石綿）が含まれ
ている場合もあります。ただし、屋根材の場合はアスベストがセメントに混入されて固定されているので、通常の状
態では飛散のおそれは極めて低く、そのままにしていても、ほぼ問題ありません。
アスベストが含まれている屋根用化粧スレートを撤去や補修する作業時には飛散のおそれがあります。関係法令
に基づき、石綿ばく露防止措置（石綿の除去、封じ込め、囲い込み作業、隔離等の特別の措置）が必要になります。まず
は住まいの応援団(専門家）に相談しましょう。

　色あせ、色落ち、さび、ずれ、割れ
　○ 浮き上がったり、ガタついたりしているところがないかを目視で確認
 地震や台風・強風の後　　  定期的＝年に一度程度

 屋根用化粧スレートPOINT 01

起こり得る不具合 点検のチェックポイント

4～6年ごとに点検し、15～30年程度で全面葺き替えを検討
補修時期のめやす（維持管理状況、もしくは屋根の勾配・形状や立地条件により異なるので、あくまでもめやすです）

第
3
章

第
2
章

第
1
章

第
4
章

第
5
章

第
2
節
　

修
補
と
検
点
の
根
屋

99

　○ アスファルトシングルのはがれや破損、まくれ、浮きやずれを目視で確認
　○ アスファルトシングル表面のカビやコケの発生の有無を目視で確認
　○ 材料表面の塗装（石粒）のはがれ（アスファルトが露出していないか）を目視で確認  
　○ 下地の防水紙の露出や破れを目視で確認
　○ 落葉などがシングルの重なり部分に侵入していないことを目視で確認

 定期的＝年に一度程度

たけつ見をどな葉落たっま詰に地目、でのすまりあがれそおるせさ行進を化劣、とるいてっま詰がどな葉落に分部地目 ※
場合は、できる限り取り除くようにしましょう。

カビ・コケは高圧洗浄で解決できます。ただし、洗浄後に塗装もしくはカバー工法（重ね葺き）のリフォームも必要になる
可能性があります。

色あせ、色落ち、表面のカビやコケ発生、まくれあがりや浮き（裏面の糊面のはがれ）、ずれ、ルーフィング材の破れ、表面
の砂粒の過度な落ち（下地材料の露出など）、目地への落葉などの詰まり

に品製は度程のせあ色、りあもとこくいてし化変が色の石然天、はで品製るいてし用利を色の石然天くなで色着な的工人 ※
より異なります。

の時送輸で側ーカーメはれこ。すまりあがとこるくてち落が粒石の面表のルグンシトルァフスア、は期時いなもま後築新 ※
はがれ等に備えて、もともと多めに付着させているため、多めに付けたものが落ちていると考えられます。よほど多くの石
粒が落ちない限り、問題になることは少ないと考えられます。

　○ 屋根材のまくれあがり、浮きやずれを目視で確認
　○ ルーフィング材の破れを目視で確認
　○ ルーフィング材の飛散による歯抜け箇所がないかを目視で確認
　○ 材料表面の塗装（石粒）のはがれ（アスファルトが露出していないか）を目視で確認
　○ 強風により、落葉などがシングルの重なり部分に侵入していないことを目視で確認

 地震や台風・強風の後

 アスファルトシングルPOINT 02

起こり得る不具合

点検のチェックポイント

軽量な屋根材を重ね葺きする方法
。すまりあがどな」法工ーバカ「」法工せぶか「はに法工るすき葺ね重を材根屋な量軽らか上てし残を材根屋の存既

重ね葺きは、現状の屋根を残して新しい屋根材を上にかぶせるので工期が短くコストも抑えられることや、廃材
をほとんど出さないなどのメリットがあります。
一方で、既存の屋根の防水性能が不十分（下地の防水に問題があるなど）、既存の屋根材と重ね葺きした屋根材の
間で結露してしまうおそれがあるなどデメリットもあります。住まいの応援団（専門家）と十分に相談してから判断
しましょう。

15～30年で全面葺き替え又は重ね葺き（既存の屋根材の上に新しい屋根材を重ねて二重にする方法）の
検討が必要になります。
また、アスファルトシングルは健全でも、下地の防水材の機能が損なわれると、全面葺き替えが必要にな
る場合もあります。

補修時期のめやす（維持管理状況、もしくは屋根の勾配・形状や立地条件により異なるので、あくまでもめやすです）


